











































　この考え方は、一見すると集合住宅という < 個 > を < 公
共 > から断絶させるという形であるだけに、いかに < 個 >











の街区を特徴的な外観の連続とすることにより、< 個 > で
ある住民が帰属意識を持って町全体を意識することが出来
るような < 公共 > のあり方が模索されている（『そうした条
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･ バーデンは TED 講演「公共空間が都市を活かす」5 の中で、






















































































































































































































































僕はそれを M 集団と呼んでいます。S 集団というのは 1 人
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5TED 「公共空間が都市を活かす」  https://www.ted.com/
talks/amanda_burden_how_public_spaces_make_cities_
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6「都市美」とは歴史的には 1899 年から 10 年程度の間に、
アメリカ合衆国において展開された運動であり、1893 年の
シカゴ万博における未来的な都市造形を起爆剤として、当
時の急速な都市化に伴う産業主体の都市作りに対する審美
的な要請としての意味合いがあった（長谷川洋 , 玉置伸悟
（1991）『都市美運動の起源と意義』福井大学）。この運動に
よって、リンカーン記念館やグランド・セントラル駅など
の、現代においても映画のモチーフとして多用されるよう
な優れた建築事例が数多く生まれた。しかしながら、わず
か 10 年でこの運動は収束する。
一方、わが国においては大正期から、わが国固有の形とし
て「都市美」が提唱され、戦後の復興まで含めて幾度も主
体となる団体や思想を変えつつ提唱され続けてきた。
アメリカ、日本のどちらの史実においても明確なのは、「都
市美」という考え方自体は、都市が成立して以来、時代を
超えて支持され続けながらも、実践に至る上ではどれ１つ
として継続を為し得なかった点である。
こうした歴史について、特にわが国における通史として『都
市美運動シヴィックアートの都市計画史』に著した中島直
人は、結びにおいて、『各地の自治体の積極的な取り組みや
NPO をはじめとする各種の市民組織の活動によって、都市
の自治と市民社会の存在が実感されるようになってきてい
るのも確かである。現代の都市美運動を突き動かすのは、
こうした実感に他ならない。』としている。（中島直人（2009）
『都市美運動シヴィックアートの都市計画史』）。
筆者が「都市美」大学として新たな名古屋造形をとらえる
のはこうした思想に共鳴するからである。都市美運動が仮
に、美しい建築物や都市のみを目指すものであるとすれば、
それは必ず失敗する。それは、時代ごとに生じては消えて
きた従来の「都市美」の歴史が証明していることである。
このような構図はまた、美術教育の場においても指摘でき
るといえよう。美術、芸術を、これまでのように専門領域
に留まるべきものとして捉える限り、その裾野はあくまで
狭いままである。そうではなく、市民や自治のなかに、半
ば自発的なものとしても、美術・芸術を位置付けていくと
言った試みは、今後の美術教育において不可欠な要素となっ
ていくと筆者は考えている。
名古屋造形大学における「やさしい美術プロジェクト」や、
明治村におけるプロジェクションマッピングなどの運営
は、そうした試みの先駆と言えるだろう。他の美術大学に
おいても、専攻領域と市民や社会との接点を模索する試み
は今や一般的なプログラムとなりつつある。
本論において掲げる地域社会圏とは、都市における市民の
自治の場に他ならない。そうした場を形成する中で、特に
美術やデザインのあり方を模索していく大学像として新た
な名古屋造形大学を希求する中、著者はあえて「都市美」
大学という造語の表現を行ったものである。
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